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所在地：神奈川県川崎市
設立年：1980年
HP https://www.nedo.go.jp/

個人の事業者の方は、
所在地、設立年、HP、ロゴの記載・
掲載はご不要ですので削除してください。

株式会社ネド
（●●大学発スタートアップ）

会社ロゴ

●●●●●●●●●●●●●●●●技術を活用し、大規模かつ体系的な▲▲▲▲▲▲▲
▲▲▲▲▲▲▲▲▲の研究を行うプラットフォームの開発、□□□□□□□□□□□□□□□□
のリスクを軽減した事業化・社会実装により、の課題を解決することで、○○○○○○○○○○
○○の達成を目指す。

本研究開発では、▽▽を改良した◎◎を開発し、従来の既存の製品とは異なる◇◇を実装することに
よって課題解決を図る。
また、下記に掲げるPoCを達成することで、◆◆の達成を目指す。

①・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の実験
②・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の評価
③・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・の実証

本研究開発において、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○を達成。
今後、○○○○○○○○○○○を目指す。
○○○○年度○○○○賞を受賞。
○○○○年に○○億円を調達。

※事業成果は事業終了以降に記載をお願いいたします！！

作成/更新：２０２５年７月

記載例
NEP2026
躍進コース

所在地：東京都中央区
設立年：2025年
HP：https://aureon-inc.com

株式会社オーレオンスペースシステムズ

小惑星資源の質量推進型回収システムの研究開発
（２０２６年度～２０２７年度）

宇宙にある資源を地球で使えるようにするには、「積んだ資源を地球へ持ち帰るための燃料」
が最大の壁となっています。燃料をすべて地球から運ぶ従来の方法では、持ち帰れる量はごく
わずかにとどまります。

本事業では、現地の岩石そのものを打ち出し、その反動を推進力に変える「質量推進システム
」の基礎技術を地上で実証します。持ち帰り用の燃料を積まずに資源を回収できる仕組みを確
立し、宇宙資源産業の実現と、我が国の宇宙産業の国際競争力強化に貢献します。

本研究開発では、質量推進システムの実現に向け、以下の3つの取組を行います。
PoC 1 地上での動作実証 岩石を載せた運搬台をレールで加速して打ち出し、台は減速させて
回収し、繰り返し使う——この一連の動作を地上で確かめます。
PoC 2 統合したモデルでの検証 統合したモデルで 同じ動作が問題なく繰り返せるかを検証し
ます。 またそれを宇宙と同じ真空状態を再現した装置の中でも行います。
PoC 3 解析ソフトウェアの開発 装置の動きを計算機上で再現するソフトウェアを開発し、実
際の試験結果と照らし合わせて精度を確かめます。将来の大型化の設計基盤とします。

作成/更新：２０２６年９月
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